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福井市およびその周辺の帰化植物の分布について
























ついて被度を計測した。 被度の階級基準は、 Braun Blanquet の方法による 。 また、それぞれの調査地
で、方形区をランダムに 5 以上とることにした。 また、出現する植物の標本作成も行った。
帰化植物と環境との関係を調べるために、いくつかの環境に分けて調査を行った。 主な調査地は、
公園 ・ 福井大学構内・路傍・鉄道 ・山・ 堤防・回・空地・河原・海浜 ・ 港・造成地である (図 1 )。
調査区数265である 。 これらの環境によって、それぞれ帰化植物率(帰化率) を求めた(沼田真 1978) 。
なお、空地とは、何にも使っていない土地のことで、主に住宅街にしぼった。 造成地とは、すぐ人聞
が使えるように手を加えている土地のことで、土地が撹乱されている場所にしぼった。
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公園:1.福井市灯明寺、 2. 岡市経団、 3. 岡市開発、福井大学構内: 4. 福井市文京、 5. 岡市文京、路傍: 6. 福
井市河合鷲塚町(芦原街道)、7. 岡市河合鷲塚町(住宅街)、8. 岡市中角町(芦原街道)、9. 岡市灯明寺(住
宅街)、鉄道: 10. 福井市中角町、 11. 岡市西開発、 12. 岡市花堂町、山: 13. 福井市小山奇町(足羽山)、 14.
西奇町(八幡山)、 15. 坂井郡丸岡町上久米田(竹田山)、 16. 福井市東新町(一乗城山)、 17. 福井市上一光町
(国見岳)、堤防: 18. 福井市菅奇町(足羽J1 J)、 19. 福井市海老助町(日野J 11 ) 、 20. 福井市南居町(日野J1 J)、
21.鯖江市三尾野出作町(日野J 11 ) 、田: 22. 福井市下江守町(堤防付近)、23. 福井市上伏町、 24. 福井市若栄
町、 25. 福井市東鳥羽町、 26. 福井市内山梨子町、敷地内: 27. 福井市曽万布町、空地: 28. 福井市灯明寺、 29.
福井市二ノ宮30. 福井市経団、 31.福井市灯明寺、 32坂井郡丸岡町丸岡栄、 33. 福井市丸山、 34. 福井市開発、
35. 円城寺町36. 福井市末町、河原: 37. 福井市深奇町(日野J 11 ) 、 38. 福井市安波賀町(足羽J 11) 、 39福井市天
池町(九頭竜)1 1)、海浜: 40. 福井市浜住町、41.福井市免鳥町、造成地: 42. 坂井郡三国町黒目(福井港付近)、
43. 山岸(福井港付近)、44. 福井市坂下町(山付近)、45. 鯖江市三尾野出作町、 46. 福井市和田上町、 47. 福






主要な様式として、生育型 (Growth form) ・休眠型 (Dormancy form) ・繁殖型 (Migrule forrn) の
3 つがある(沼田真、 1979) 。休眠型は、一般的には Raunkiaer の生活型が知られているが、今回は多
年生草本 (Perennial herbs) . 2 年生草本 (Biennial herbs) . 1 年生草本(Annual herbs) の 3 つに分
類した。
生育型 t : tufted growth (叢生型)
b : branched forms (分枝型)
e : erect forms (直立型)
p : pros回teforms (旬旬型)
1 : liane forms (つる型)
r : rosett回(ロゼット型)
pr : partial rosettes (部分ロゼット型)


































































2 ヒメムカシヨモギ 22 
3 アレチノギク 20 
4 ブタクサ 18 
5 アメリカセンダングサ 17 
6 ヒメジョオン 16 
7 ダンドボロギク 1 
8 エゾノギシギシ 10 
9 メマツヨイグサ 10 
10 コニシキソウ 9 
1 ホウキギク 9 
12 シ ロ ツメクサ 9 



































生育型の帰化植物と在来種の内わけ(図 3 -1 ・ 2 )を見てみると、帰化植物には直立型が多いこ
とが分かる 。 直立型は高く生長するので、太陽光線を妨げられることがなく、競争に強い。 そのため、
帰化植物は、生育型からも分布を拡大するのに適していると考えられる 。
次に、休眠型の帰化植物と在来種の内わけ(図 3 -3 ・ 4 )を見てみる。多年草は、地上部の茎葉
は l 年で枯れるが、地下茎を伸ばし地下で生活を続け、毎年新しい茎葉を地上に出すものである。 2
年草は、発芽、成長、開花、結実、枯死というサイクルは 1 年間であり、それが 2 年間にまたがって
いるにすぎないので、広義では l 年草に含まれる。今回の調査では、帰化植物は、 1 . 2 年生草本( 1 . 
2 年草)が約60% を占めているのに対し、在来種は約45%である 。
帰化植物の繁殖型の内わけ(図 3 -5) を見てみると、散布のための特別のしかけを持たない重力
落下による (D4 )繁殖の帰化植物が約60% と圧倒的に多く、次いで Dl の風・水散布が約30% と多














































スイバ Rumex acetosa L. 
アレチギシギシ Rumex cong10meratus Murr. 
エゾノギシギシ Rumex obtusifojjus L. 
ヤマゴボウ科 Phytolacceae
ヨウシュヤマゴボウ Phyt01acca americana L. 
ザクロウソウ 手ヰ Mollunginaceae
クルマパザクロソウ M011ugo verti疝lata L. 
ナデシコ科 Caryophyllaceae
ミドリハコベ SteL加ianeg1ecta Weihe. 
マンテマ Si1ene gal1ica var. quinquevu1nera Koch 
ムシトリナデシコ Si1ene armeria L. 
オランダミミナグサ α'rastium g10meratum Thuill 
アカザ科 Chenopoideacea巴
シロザ αenopodium aJbum L. 
アカザ αenopodium aJbum var. centrorubrum Makino 
アリタソウ 臼enopodiumambrosioides var. anthelminticum A. Gray 
ケアリタソウ αenopodium ambrosi01des L. 
ヒユ科 Amaranthaceae
イヌピユ Amaranthus 1ividus L. 
ホソアオゲイトウ Amaranthus p丘tu1us Berutoloni 
アオゲイトウ Amaranthus retroβexus L 
ノゲイトウ α'10sia argentea L 
マメ科 Leguminosae
アレチヌスピトハギ Desmodium panicu1atum DC. 
コメツブツメクサ Tiif01ium dubium Sibuth. 
ムラサキツメクサ 刀if01iumpratense L 
シロツメクサ 刀if01iumrepens L. 
カタバミ 科 Oxalidaceae




Veronica arvensis L. 
オオイヌノフグリ 怜'ronicapersica Pour. 




ワルナスビ SoJanum caroJinense L. 
ムラサキ科 Boraginaceae
ヒレハリソウ 砂mphytumofficinaJe L. 
トウダイグサ科 Euphorbiaceae
オオニシキソウ Euphorbia macuJata L. 
コニシキソウ Euphorbia supina Rafin. 
アブラナ科
マメグンパイナズナ Lepidium virginicum L. 
キレハイヌガラシ Ro尺ppasyJves加旨 Besser
















ノラニンジン Daucus carota L. 
アカノてナ 手ヰ Onagarac巴ae
メマツヨ イグサ Oenothera biennis L. 
オオマツヨイグサ Oenothera elア的rosepaJa Borbas 
マツヨイグサ Oenothera s出da Ledeb. ex Link:. 
ヒルガオ科 Convojvulaceae
アメリカネナシカズラ Cuscuta pentagona Engelrn. 
クマツヅラ 手ヰ Verbenaceae 
ヤナギハナガサ 怜l'benabonariensis L. 
アレチハナガサ 陀l'benabrasiJensis Vell. 
シソ科 Labiatae
コショウハッカ ルfenthap活oen・ta L. 
オランダハッカ ルfentha 伊'lcata var. cn伊'a Nakai 
エゴマ Penlla ρutescens Britton 
オオバコ科 Plantaginaceae 
セイヨウオオバコ 月'antagomajor L. 
キク 手ヰ Composita巴
セイヨウノコギリソウ AchiJJea miJJefoJium L. 
ブタクサ Ambrosﾍa artemisiaefoJia var. eJatﾍor Descurtilz 
ブタクサモ ドキ Ambrosia psiJostachya DC. 
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オオブタクサ Amborosia tri刀ぬ L
キダチコンギ、ク Aster pilosus Willd. 
ホウキギク Aster subulatus Fem. 
アメリカセンダングサ Bidens fTondosa L. 
フランスギク ChIysanthemum leucanthemum L. 
ベニバナボロギク CrassocephaJum crepidioides S. Moor巴
アレチノギク Erigeron bonariensis 
オオアレチノギク Erigeron sumatrensis Walker. 
ダンドボロギク Erechtites hieracifolia Rafin. 
ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis L. 
ハルジオン Erigeron phila命令の'icus L. 
キクイモ H抽出thustuberosus L. 
チチコグサモドキ GnaphaJium pensylvanicum Willd. 
ブタナ 尺}pochoe.刀旨 radicata L. 
オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata L 
ノボロギク 5eneci・ó vulgari並L.
セイタカアワダチソウ 501iぬ!go 丘ltissima L 
オオアワダチソウ 50hぬ!gogigantea var. leiophylla Fem. 
ノゲシ 50nchus oleraceus L. 
オニノゲシ 5onchusa.平er Hill 
ヒメジョオン 5tenactis annuus Cass. 
アカミタンポポ Taraxacum laevigatum DC. 
セイヨウタンポポ Taraxacl1m officinaJe Weber 
オオオナモミ Xanthil1m occidentaJe Bertoloni 
アラゲハンゴンソウ Rl1dbeckia hirata var. pl1JcheITima L. 
アヤメ科Iridaceae
ニワゼキショウ 51砂Tinchil1matlanticl1m Bckn. 
ヒメヒオオギズイセン Trotonia crocosmaefIora Lemoine 
イネ科 Graminaceae
メリケンカルカヤ AndoJi伊ogon v?inicl1s L. 
カラスムギ A vena fatl1a L. 
コノ〈ンソウ Briza maxima L. 
ヒメコノてンソウ Briza mmor L. 
イヌムギ Broml1s catharticus Vahl 
ヒゲナガスズメノチャヒキ Broml1s rigldl1s Roth 
カモガヤ Dactyh旨 glomerata L. 
ネズミムギ Lolil1m ml1ltJ:βórum Lam 
ホソムギ Lolil1m perenne L. 
ドクムギ Lolil1m tem111entl1m L. 
オオクサキピ Panicl1m dichotomifIorum Michx. 
オオアワガエリ Phlel1m pratense L. 
ナガハグサ Poa pratensis L. 
ナギナタガヤ Vl1lpia myl1ros L. 
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まとめ
l. 福井市お よ びその周辺の52箇所で、 l 箇所につき、 1m X1mの方形区をランダムに 5 個以上設
置し、植生調査した。調査は、主に12の生活環境区で行い、調査区数は265であった。









6 . 福井市およびその周辺の今回の調査で確認できた帰化植物は、 23科88種であった。その内、キク
手斗のキ直物が32%であった。
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